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～地質調査所の出版物～

･地質調査所月報第23巻第6号

報文

牧真一･本島公司･佐々木実･河内英幸･比留川貴･米谷

宏･永田松三:茨城県鳥萩市GSH-1号試錐による

ヘリウム資源調査研究

石山間珍:宮古湾と山岡湾における貝類の生息環境の比較につ

いて

概報

石原舜三:福島県田子倉モリブデン鉱床のホｰフィリｰ式鉱床

としての可能性

塚脇祐次1愛媛県東宇和郡宇和町鳥坂地区の放射能強度につい

て

資料

ゲンテルバイト鉱化体一新型の秀れたベリリウム資源(岸本文

男訳)

新着資料の紹介(資料室)

･地質調査所月報第23巻第7号

毅文

望月常一･中尾征三:宍道湖･中海湖水の懸濁物中のウラン含

有量

藤貫正･岡野武雄:北海道地区炭酸塩岩石の化学成分
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インド政府の要請にもとづく西ドイツと

英国の援助を得てインド地質調査所が作

製した鉱床生成･分布図である.

4葉1組だがそのほかに説明書(23p.

図!24.5x16.5cm)も付されている.

この種の図幅で作製者カ渚心するのは

鉱床の生成型式･鉱種･規模の分類その組

み合わせ方そしてその記号の選択さら

に基礎図としての地質図や構造地質図の表

現などである.

ここに掲げた図の場合よく考えてはい

るが規模は全然表現されていないし鉱床

名も付されていたい.鉱種も限られてい

る.しかし出版されたことには大きな

意義があるし日本がとりかかっている

ECAFE地域の同趣旨の図幅作製にはよい

参考になるだろう.背景に使われている

構造地質図はアッサリと簡略化されている.

そのためか同じ縮尺の本格的な構造地質図

が別途作製されて当資料室に入庫してい

る.
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概報

塚脇補次:愛媛県越智郡大酉町地域の放射能異常について

尾上亨:松山市興居島産新第三紀フ回一ラについての新知見

資料

モンゴルの石炭鉱床(岸本文男訳)

地質調査所における石炭調査研究の概要(徳永重元)

新着資料の紹介(資料室)

講演要旨

第1部:ドイツ北酉部の地質第2部:ドイツ連邦地質調査所

と二一ダｰサクセン州地質調査所(二一ダｰサクセ

ン州地質調査所ライナｰ･ヨルダン)

第15回IUGG総会の報告(小野晃司)

第12回太平洋学術会議の報告(石原舜三)
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